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Layer by Layer Cell Coating ~ Approach from Material Science 
















































































⑥ G 勺⑥⑨ 二層目の
細胞矯種 繰り返し
ー ' 二層構造 積層構造
b) 
図 1 a) LbL法を用いた紹胞積層法のイメージ。b)細胞積層法で構築した様々な
積層組織体の組織切片写真。ヘマトキシリン・エオジン (HE)染色による
組織染色および抗CD31抗体を用いた血管内皮細胞の染色。
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図5 a) インクジヱツ卜プリントによる三次元組織チップの構築イメージ。b) インクジェット
プリントによる FN-G薄膜の形成。Rh-FNおよび FITC-Gを使用し，薄膜の層数と配置
を制御。c)細胞の吐出条件の評価(濃度 1 x 107cells/mL) 0 d)使用した 440マイクロ
ウェル基板。e，f) レーザー顕微鏡によるウェルの構造解析。g)C2C12筋芽細胞の2層
構造を作製したチッフ.の蛍光顕微鏡写真。細胞はセルトラッカーグリーンで蛍光染色した。
































































3 L: HUVEC/HepG2/HUVEC 
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